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MOTOHIRO FUKUCHI   

！！学生ならではの視点で３０年後の政策を立案！！
ふくち基弘事務所では、８、９月の２か月間、３名の現役大学生をインターン生として受け入れています。３名

のインターン生は、特定非営利活動法人ドットジェイピーが企画する議員インターンシップに参加しています。

このプログラムの一環である「未来国会」では、大学生がチームを組み、国会議員や地方議員の方々からアド

バイスをいただきながら、ビジョンを掲げ30年後の社会を見据えた政策を立案・提案します。学生ならではの

視点で未来の課題を考え、政策づくりを実践的に学ぶ機会となっています。ふくち基弘事務所のインターン生

３名が考えた政策は、次のとおりです。

・・・・

ビジョン「一人一人の笑顔を守るために」
朝の活動でビラ配りをしていた際に、すれ違う皆さんがどのような表情で歩いているのかに着目して笑

顔について考えました。笑顔には過度なストレスと疲労を解消した時に出る「ほっとする笑顔」孤立・人と

の繋がり不足を解消した時に出る「つながる笑顔」自己肯定感の低下を解消した時に出る「誇れる笑顔」

があると考えました。

このような色々な笑顔を国民の皆様が経験することで国全体が笑顔であふれる３０年後を目指します。

③国富循環制度
目的 若年層の消費活動の活発化

政策内容 国家奉仕制度を修了したものを対象にクーポンを配り消費活動を促す。

①国民政策グランプリ
目的 国民が主体的に地域課題を考え、政策提案を行うことで、国民の声を直接政策

に反映させ、より良い地域社会をつくる。

政策内容 審査の後に選ばれた政策は、自治体が必ず実行する。

②国家奉仕制度
目的 若者を強くし、社会を支え合える力をつけ、将来の少子高齢化を乗り越えるため

の国民共通体験を作る

政策内容 満18歳の年度から2年間拘束。生活費（衣食住）は国負担。給料あり。
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令和7年度9月補正予算の編成状況について

８月１９日に会派民主県政会として、
湯崎知事に９月補正予算に関する要
望書を提出しました。

８月２３日（日）に広島県子ども議会が開

催されました。子ども議員の皆さんは、

「平和・観光」、「交通」、「将来の学び・多

様性」、「地域の魅力発信」、「くらし・安

心」、「防災・農業」の６つのグループに分

かれて県議会議員との交流を行い、議場

で模擬県議会を開いて政策提案しました。

広島県子ども議会開催

２０２５年度９月補正予算編成等に関する要望書

〇県内中小企業の現状や課題・ニーズをより詳細に把握し、

実態や課題に即した支援策を講じること。

〇通学路の安全対策について、危険がしっかり軽減されるま

であきらめず粘り強く取り組むこと。

〇農作物の高温障害、病害虫被害の支援対策を講じること。

〇本年上半期の特殊詐欺認知件数や被害額は昨年を大きく

上回っており、様々な関係事業者等と連携を強化し、総合

的な被害抑止対策を講じること。 など３２項目

警察・商工労働委員会で質疑

湯﨑知事に要望書を提出

令和7年度９月補正予算編成では、米国関税措置や物価高による影響への対応など、必要性が認められる

取組について時機を逃さず実施することにしています。

７，８月の警察・商工労働委員会で質疑を行いました。商

工労働局に対し、育成就労制度への移行を踏まえた外国

人材受入れの課題についての認識を質し、事業者への啓

発と外国人労働者への取組の周知について要望しました。

また、小売店等の事業者が導入している防犯カメラが

高度化し、犯人を特定する

技術も進化していることから、

防犯カメラの情報提供につ

いて協力を求めるなど事業

者等と連携を強化するよう、

警察本部に要望しました。

令和７年度９月補正予算編成における主な事業の内容と金額

〇海外販路拡大や生産性向上に取り組む県内中堅・中小企業への支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４億円
（海外向け商品開発・販売促進・コンサルティング費用・生産性向上や省エネに資する設備投資の費用）

〇酒米仕入れ価格高騰に直面する県内酒蔵の経営支援と県産日本酒の消費拡大・・・・・・・・・・・３．６億円

（県内酒米購入費用の一部補助と国際的な醸造酒の品評会の開催費用）

〇埋蔵文化財センター・文書館観音書庫の移転先である旧安芸高校の改修工事・・・・・・・・・・・・・１．１億円

〇公共事業（道路法面等の修繕、河川内の堆積土等除去、砂防施設・港湾施設・公園施設等の修繕）・・・・２４億円

〇地方財政法に基づき令和６年度の決算剰余金の一部を財政調整基金へ積立・・・・・・・・・・・・・・・・２３億円

〇令和６年度県税決算見込みを踏まえて普通交付税の精算分として減債基金へ積立・・・・・・・・・・・１８億円

など
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